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令和４年度～５年度　北海道社会教育委員の会議兼第16期北海道生涯学習審議会【審議のまとめ原案】新旧対照
委員 該当ページ 委員の御意見等(要旨）

P12 オ　資金調達に関すること
岡部委員 次の２点のニュアンスが反映できないか。 （追加）

① デジタルデバイドの解消は必須だが、文科省
のデータでは令和４年４月の段階で全国の公民館
でWi-Fiが整備されているのは３６．５％であり、３
分の２である。施設のデジタル化に対する積極的な
国の財源措置が課題解決の第一歩である。

○施設設備の整備や使用料徴収などについて、国
の補助制度や法令の整備が望まれる。

② 博物館法に基づく施設は、観光など従来にな
い切り口で利用を出来るように変化してきている
が、図書館は、図書館法で未だに使用料を徴収する
ことができないため、法律の整備が望まれる。（雑
誌スポンサー制度も随所で行われているが、これは
あくまで寄付行為。数億円単位で必要な運営費に
対して少額である）

P22 8 北海道社会教育委員の会議兼第16期北海道生涯学習審議会名簿 8 北海道社会教育委員の会議兼第16期北海道生涯学習審議会名簿

所属（職業・役職名） 所属（職業・役職名）

事務局 ※Ｒ４，Ｒ５の職業・役職等を記載 所属（職業・役職等）を令和４年８月就任当時とする 令和4年8月就任当時の職業・役職等を記載

原案 修正（案）


